
｢" 原子の持つエネルギーの減少
量 =（でてくる光子のエネルギー）

という式は、 光子を含んだ際のエネルギーの保存の式といえる。
E 2 - E、 = h V

⇒ で は
これを使って考えてみる。

図 1 より Ez、E、.V。の関係式を作っておくと
E2-E ,=hVo・・・①

図2においては、運動量保存と、エネルギーの保存の式が

な動節に
Mひ =Mびthe'・・・②

1エネルギーの保存一一一1、_、、、。

Etnjttnni=E+で_りこみんん､ ､ '・・
の

②より

ひこひーど i . ②
①、②を用いて③式からび、 E、 . E zを消去する。

Ez+IMび=Ei+½Mぴ2+h V'
⇒(Eュ-E,）=½M（ぴーひ2)thi

①う h Vo = ½M（ぴーび）+hV'



西 続き
⇒ h Vo= ½M（ひ'tひ）（びーひ） V'

⇒ h に = h Vo-½M（ひ'tひ）（びー
②ラ h r ' = hVo-IM（ひ'tひ）（ひーとー

= hVo-IM（ひ'tひ）（-
こ こ で

ぴーひくくひという条件より、近似式 で「ひーきひが成り立ち

hr '= . h to-½M・2ひ（一能）
= h r o t Mひ
= h t o the '

⇒ V'（1-e)= V

$

に だ い た い


